



































図 4 に大気中のセシウム‐137 濃度と線量率の時間変化を示す。セ
シウム‐137 濃度が 100 万倍になっても、線量率は約 2 倍にしかなら
なかった。 
図 5 に、名古屋大学における大気中セシウム‐137 濃度の時間変化
を示す。中国による核実験の影響が大きかった。 




3.   JCO 臨界事故―急性放射線障害による作業員の死 




















1) 「JCO 臨界事故と日本の原子力行政」（七つ森書館、2000 年） 
2) 「青い光の警告 原子力は変わったか」（七つ森書館、2005 年） 
 
